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平
安
時
代
の
「
解
文
」
に
お
け
る
文
章
構
成
の
類
型
的
性
格
に
つ
い
て

西
　
　
村
　
　
浩
　
　
子

目
　
　
次

「
　
は
じ
め
に

二
、
「
解
」
並
び
に
　
「
解
文
」
　
に
つ
い
て

1
　
「
解
」
　
に
つ
い
て

2
　
「
解
文
」
　
に
つ
い
て

三
、
「
解
文
」
に
お
け
る
類
型
的
性
格
に
つ
い
て

1
　
前
稿
の
概
略

2
　
文
章
構
成
の
新
検
討

3
　
「
段
」
　
の
間
の
接
続
詞
に
つ
い
て

四
、
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

一
、
は
じ
め
に

和
化
漢
文
で
書
か
れ
た
古
文
書
は
、
国
語
史
料
と
し
て
未
だ
十
分
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
に

古
文
書
に
お
け
る
文
体
研
究
を
進
め
る
に
当
り
、
そ
の
一
階
梯
と
し
て
拙
稿
「
平
安
時
代
に
お
け
る
解
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て
ー
遍
張
国



解
文
．
言
中
心
と
し
て
1
－
」
に
お
い
て
、
「
尾
張
国
解
文
」
の
文
章
に
は
四
段
落
の
構
成
が
基
本
と
な
る
類
型
的
性
格
が
見
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と

（1）

を
報
告
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
追
調
査
に
よ
っ
て
、
平
安
時
代
の
解
文
全
般
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
類
型
的
性
格
と
し
て
、
前
稿
と
は
別
の
新
た
な

四
段
の
構
成
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
新
た
な
四
段
の
類
型
的
性
格
に
つ
い
て
述

べ
、
そ
し
て
、
段
の
構
成
と
も
関
連
し
て
段
の
か
わ
り
目
に
見
ら
れ
る
接
続
詞
に
つ
い
て
、
若
干
触
れ
た
い
と
思
う
。

二
、
「
解
」
並
び
に
「
解
文
」
に
つ
い
て

1
．
「
解
」
　
に
つ
い
て

ま
ず
始
め
に
、
「
解
」
と
は
「
公
式
令
」
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
様
式
の
文
書
の
一
つ
で
あ
り
、
「
八
省
以
下
の
役
所
が
上
の
役
所
に
上
申

へ

1

．

」

す
る
場
合
の
式
」
つ
ま
り
下
級
の
役
所
か
ら
上
級
の
役
所
へ
提
出
す
る
場
合
に
用
い
る
と
規
定
さ
れ
た
書
式
で
あ
る
。
「
公
式
令
」
に
は
「
解

（3）

式
」
と
し
て
次
の
如
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

l

】

－

－

－

】

－

し

　

　

　

　

ス

　

　

ノ

式
部
省
解
。
申
其
事
。

其
事
云
々
。
謹
解
。

年

　

　

月

　

　

日

（
以
下
略
）

傍
線
を
付
し
た
部
分
が
書
き
出
し
と
書
留
部
分
で
あ
り
、
解
の
最
初
と
最
後
に
は
必
ず
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
る
。
こ
の
解
の
様
式
は
、
下
級

の
役
所
か
ら
上
級
の
役
所
へ
提
出
す
る
場
合
と
規
定
さ
れ
て
は
い
る
が
、
「
実
際
に
は
そ
の
範
囲
を
拡
大
し
て
、
個
人
か
ら
役
所
に
差
出
す
文

（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

書
に
も
用
い
ら
れ
」
、
「
さ
ら
に
個
人
対
個
人
の
場
合
で
も
、
下
位
の
者
か
ら
上
位
の
者
、
貴
人
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

平
安
時
代
の
「
解
文
」
に
お
け
る
文
章
構
成
の
類
型
的
憧
格
に
つ
い
て
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2
．
「
解
文
」
　
に
つ
い
て

で
は
、
「
解
文
」
と
は
何
を
指
す
か
と
い
う
と
、
「
全
て
役
所
に
提
出
す
る
願
・
届
の
類
は
解
の
様
式
を
取
り
、
従
っ
て
、
訴
の
如
き
も
解

を
も
っ
て
」
し
、
「
こ
の
種
の
解
が
平
安
時
代
以
降
、
解
文
・
愁
状
・
申
状
・
訴
状
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
」
な
っ
た
と
い
う
、
つ
ま
り
、
役
所

に
提
出
す
る
訴
訟
の
文
書
を
「
解
文
」
と
よ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
平
安
時
代
に
は
、
国
衛
・
社
寺
・
荘
園
関
係
に
も
多
く
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（6）

「
解
文
」
全
般
に
通
ず
る
文
例
と
し
て
、
「
雑
筆
要
集
」
か
ら
一
例
を
掲
げ
る
。
「
雑
筆
要
集
」
は
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
初
め
に

か
け
て
作
ら
れ
た
、
各
種
文
書
の
雛
型
を
集
め
た
模
範
文
例
集
で
あ
る
。
本
資
料
の
解
状
の
項
に
次
の
如
き
例
が
あ
る
。

官
位
姓
名
解
。
申
進
申
文
事
。

①
請
被
下
特
蒙
二
　
鴻
恩
】
任
一
解
状
旨
一
裁
定
上
ム
申
愁
状

②
封
薗
樹
‥
刻
矧
一
l
l
馴
l
l
日
日
ム
醐
割
樹
司
l
l

③
盟
謝
l
l
l
痢
鳳
。
l
l
早
朝
印
画
埋
嘲
1
－
矧
視
一
l
謝
謝
】
l
l
馴
l
l
倒
捌
頭
。
以
解
。

年
競
　
－
　
官
位
姓
名
上

（
以
下
略
）

「
解
文
」
は
解
式
を
取
っ
て
い
る
か
ら
、
傍
線
部
分
以
外
の
箇
所
が
公
式
令
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
他
の
部
分
の
表
現
は
、
こ
の
例
に
代
表
さ

れ
る
か
と
思
う
。
書
き
出
し
の
後
の
傍
線
①
は
、
「
事
書
き
」
と
呼
ば
れ
、
こ
こ
で
全
体
の
文
章
の
概
要
を
記
す
。
次
の
「
右
」
以
下
か
ら
本

文
が
始
ま
り
、
傍
線
②
「
右
謹
検
案
内
」
か
ら
、
「
ム
申
事
極
愁
也
」
ま
で
が
個
別
的
な
訴
訟
内
容
を
述
べ
る
部
分
で
あ
る
。
実
際
の
例
で
は
、

内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
表
現
も
多
様
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
省
略
部
分
は
点
線
で
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、

傍
線
③
の
「
望
請
」
以
下
の
裁
許
要
請
の
文
言
と
続
く
の
で
あ
る
。



三
、
「
解
文
」
に
お
け
る
類
型
的
性
格
に
つ
い
て

1
．
前
稿
の
概
略

始
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
前
稿
で
は
古
文
書
の
文
体
研
究
の
一
階
梯
と
し
て
、
古
文
書
群
の
中
か
ら
ま
ず
「
解
文
」
を
取
り
上
げ
、
そ

（7）

の
文
章
構
成
を
検
討
し
た
。
解
文
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
解
文
の
中
に
は
つ
と
に
有
名
な
「
尾
張
国
解
文
」
が
存
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
国

史
学
の
面
か
ら
本
文
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
書
写
の
真
福
寺
本
（
国
宝
）
を
始
め
と
し
て
多
数
の
点
本
が
存

す
る
こ
と
等
か
ら
、
内
容
と
関
連
の
深
い
文
章
構
成
の
検
討
に
有
益
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
「
尾
張
国
解
文
」
を
中
心
と
し
て
、
文
章
構
成
の
検
討
を
行
う
に
当
っ
て
、
検
討
対
象
と
し
た
部
分
は
、
先
掲
の
「
雑
筆
要
集
」
の

省
略
部
分
（
点
線
部
分
）
を
含
む
傍
線
の
②
の
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
部
分
を
対
象
と
し
た
の
は
、
特
に
、
省
略
さ
れ
た
部
分
に
お
け
る
、
個
別

的
内
容
を
超
え
た
文
章
構
成
の
類
型
を
探
ら
ん
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
部
分
で
は
「
四
段
落
」
の
構
成
が
基
本
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
段
落
」
と
は
、
視
覚
的
な
形
式
段
落
で
は
な
く
、
意
味
の
ま
と
ま
り
を
中
心
と
し
た
意
味
段

落
を
さ
し
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
「
尾
張
国
解
文
」
第
十
七
条
の
例
を
掲
げ
る
。

本
条
は
、
国
司
藤
原
元
命
が
前
年
の
正
税
の
う
ち
の
用
残
稲
を
着
服
し
、
都
の
自
宅
に
運
ば
せ
た
こ
と
を
訴
え
た
内
容
で
あ
る
。
「
雑
筆
要

集
」
　
の
例
の
傍
線
②
に
あ
た
る
と
こ
ろ
が
、
枠
で
囲
ん
だ
部
分
で
あ
る
。

（
I
）
　
従
来
の
方
法

右
用
残
官
物
非
二
当
時
之
所
納
一
己
旧
代
分
附
之
者
、
須
以
l
如
レ
此
之
物
下
二
符
借
貸
一
宛
二
下
農
料
】
者
也

［
用
残
稲
は
前
任
の
国
司
の
代
の
残
稲
で
あ
り
、
元
命
在
任
中
の
余
剰
分
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
官
物
の
処
理
は
、
一
つ
に

は
借
賃
（
無
利
息
の
貸
付
）
に
す
べ
き
で
あ
り
、
二
つ
に
は
農
料
と
し
て
百
姓
等
に
与
え
る
べ
き
で
あ
る
。
］

（
H
）
　
そ
れ
に
背
反
し
た
る
事
柄

平
安
時
代
の
「
解
文
」
に
お
け
る
文
章
構
成
の
類
型
的
憧
格
に
つ
い
て
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八
二

而
、
猶
思
二
生
活
之
便
一
及
二
五
六
月
之
比
｛
令
レ
春
二
運
郡
司
百
姓
等
】
所
二
春
得
一
米
束
別
三
四
合
、
所
レ
填
米
全
五
升
法
也

［
元
命
は
、
五
・
六
月
に
な
る
と
郡
司
・
百
姓
等
に
命
じ
て
用
残
稲
を
春
か
せ
、
京
の
自
宅
に
運
ば
せ
た
。
し
か
も
、
古
米
で

あ
る
用
残
稲
は
一
束
に
つ
き
三
・
四
合
し
か
得
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
を
、
規
定
通
り
一
束
に
つ
き
五
升
を
納
め
さ
せ
た
。
］

（
m
）
　
そ
の
結
果
引
き
起
こ
さ
れ
た
状
況

然
則
、
貧
弊
之
人
民
元
頼
之
郡
司
、
抱
レ
愁
為
レ
枕

［
人
民
は
貧
し
く
、
郡
司
は
頼
る
べ
き
と
こ
ろ
も
な
く
、
愁
を
枕
に
眠
る
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
。
］

（
Ⅳ
）
　
筆
者
の
意
見

費
レ
国
之
更
、
煩
レ
民
之
謀
、
無
レ
過
二
於
斯
一

［
国
の
財
源
を
費
や
す
役
人
、
人
民
を
煩
わ
す
謀
は
こ
れ
に
勝
る
も
の
は
な
い
。
］

望
請
裁
断
　
以
将
レ
令
レ
知
二
貪
利
之
恥
】
央

［
裁
断
を
望
む
。
そ
れ
に
よ
っ
て
貪
欲
に
利
益
を
求
め
る
恥
を
知
ら
し
め
て
や
り
た
い
。
］

以
上
、
接
続
詞
に
注
目
し
、
内
容
を
考
え
併
せ
て
検
討
し
た
結
果
、
ま
ず
（
I
）
の
「
用
残
官
物
」
か
ら
「
客
二
下
農
料
一
者
也
」
が
第
一
段

落
、
（
H
）
の
「
而
猶
思
二
生
活
之
便
L
か
ら
「
全
五
升
法
也
」
ま
で
が
第
二
段
落
、
（
H
I
）
の
「
然
則
」
か
ら
「
抱
レ
愁
為
レ
枕
」
ま
で
が
第
三

段
落
、
そ
し
て
（
Ⅳ
）
　
の
「
費
レ
国
之
吏
」
か
ら
「
無
レ
過
二
於
斯
一
」
ま
で
が
第
四
段
落
と
考
え
た
。

各
段
落
の
内
容
は
、
第
一
段
落
が
従
来
の
用
残
稲
の
処
理
に
述
べ
た
（
従
来
の
方
法
）
、
第
二
段
落
が
そ
れ
に
従
わ
ず
自
己
の
利
益
を
図
る

元
命
の
（
そ
れ
に
背
く
事
実
）
、
第
三
段
落
が
元
命
の
非
道
に
よ
り
（
引
き
起
こ
さ
れ
た
状
況
）
、
第
四
段
落
が
こ
れ
以
上
の
愁
は
な
い
と
す

る
（
筆
者
の
意
見
）
と
な
る
、
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
「
尾
張
国
解
文
」
に
は
こ
の
よ
う
な
「
四
段
落
」
構
成
が
基
本
と
な
る
類
型
が
存
し
、

こ
の
類
型
は
平
安
時
代
の
他
の
解
文
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
報
告
し
た
の
で
あ
る
。

「
尾
張
国
解
文
」
で
は
、
表
1
に
示
し
た
如
く
三
十
二
条
中
四
段
落
が
完
備
し
て
い
る
も
の
は
二
二
例
四
〇
・
六
％
、
四
段
落
が
完
備
し
て



い
な
い
も
の
は
計
一
九
例
、
五
九
・
四
％
と
な
る
。
表
中
の
○
印
部
分
は
該
当
段
落
が
存
す
る
こ
と
を
表
し
、
斜
線
は
該
当
段
落
が
存
し
な

い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

表
1四

段
落

完

で
は

な

い

四
段

落
完

段

落備例 備

の
例

▼ヽノ ロ ＼ノ

○ ○ ○ 丁⊥

○ ○ ○ ○ II

○ ○ ○ T．1
I

○ ○ ○ ⅤI

4 5 01

31
例

数
91

495 6nHu
4 ％

（
3
2
）
　
（
欄
）

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
先
に
掲
げ
た
「
雑
筆
要
集
」
で
の
省
略
部
分
に
焦
点
を
当
て
、
「
尾
張
国
解
文
」
を
中
心
と
し
て
見
た
と

こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
果
た
し
て
平
安
時
代
の
解
文
全
般
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

「
望
請
」
以
下
の
文
章
を
解
文
本
文
の
中
で
ど
う
位
置
付
け
る
か
と
い
う
こ
と
も
、
問
題
で
あ
っ
た
。

（8）

そ
の
後
、
他
の
解
文
の
追
調
査
に
お
い
て
、
「
尾
張
国
解
」
の
如
く
（
意
味
上
の
）
段
落
に
整
然
と
分
か
つ
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
少
な
く
、

第
二
段
落
と
第
三
段
落
、
或
い
は
第
三
段
落
と
第
四
段
落
と
の
堺
が
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
も
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
「
解
文
」
の
文
章
全
体

の
類
型
的
性
格
を
探
ら
ん
と
す
る
た
め
に
は
「
望
請
」
以
下
の
文
章
も
含
め
て
文
章
全
体
を
考
察
の
対
象
と
し
て
考
え
る
必
要
を
感
じ
た
。

よ
っ
て
、
今
回
は
、
解
文
の
文
章
全
体
を
対
象
と
し
、
そ
し
て
、
解
文
全
般
に
共
通
す
る
文
章
構
成
の
類
型
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
い
と

思
う
。
但
し
、
前
稿
に
お
い
て
「
段
落
」
と
い
う
用
語
を
用
い
た
が
、
視
覚
的
な
段
落
で
は
な
い
た
め
誤
解
を
避
け
る
意
味
で
、
意
味
の
ま

と
ま
り
を
指
す
「
段
」
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

平
安
時
代
の
「
解
文
」
に
お
け
る
文
章
構
成
の
類
型
的
性
格
に
つ
い
て
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2
．
文
章
構
成
の
新
検
討

の
　
「
尾
張
国
解
文
」
に
お
け
る
段
の
構
成
と
そ
の
内
容

そ
こ
で
、
改
め
て
事
書
き
と
書
留
文
書
「
以
解
」
と
を
除
い
た
全
文
章
を
対
象
と
し
て
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
で
も
接
続
詞
に

注
目
し
な
が
ら
、
次
の
如
く
「
段
」
を
認
定
し
た
。
例
と
し
て
、
先
の
第
十
七
条
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
第
一
段
は
、
先
と
同
様
に
「
右
」
以
下
「
宛
二
下
農
料
嘉
也
」
ま
で
の
部
分
と
し
、
第
二
段
は
、
「
而
」
以
下
「
全
五
升
法
也
」
の
部

分
と
す
る
。
そ
し
て
第
三
段
を
、
「
然
則
」
以
下
「
無
レ
過
レ
斯
」
ま
で
の
部
分
と
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
第
三
段
落
」
と
「
第
四
段

落
」
と
に
分
割
し
て
考
え
た
と
こ
ろ
を
、
三
の
段
と
し
て
捉
え
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
処
置
は
、
他
の
解
文
の
調
査
結
果
か
ら
、
こ
れ
ら

が
一
続
き
に
な
っ
て
い
る
例
が
多
い
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
「
望
請
」
以
下
を
第
四
段
と
し
て
た
て
る
。
即
ち
、

一
、
従
来
の
方
法

二
、
そ
れ
に
背
く
事
柄

三
、
そ
の
結
果
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
状
況
、
筆
者
の
意
見

四
、
裁
許
の
要
請

こ
の
四
段
に
分
か
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
考
え
方
で
、
四
段
の
完
備
し
て
い
る
も
の
を
（
基
本
パ
タ
ー
ン
）
、
完
備
し
て

い
な
い
も
の
を
（
変
型
パ
タ
ー
ン
）
と
す
る
と
、
表
2
の
如
く
に
な
る
。
第
一
段
か
ら
第
四
段
を
便
宜
上
A
か
ら
D
と
す
る
。

表
2

変 基
段

型

。

本

。ヽノ ヽノ

落タ タ

ン ン

○ A

○ ○ B

○ ○ C

○ ○ D

4 82
例
数

57nxHu
％

（32）　（100）



A
（
第
一
段
）
か
ら
D
（
第
四
段
）
ま
で
完
備
し
て
い
る
基
本
パ
タ
ー
ン
を
と
る
も
の
が
三
二
条
中
二
八
条
、
八
七
・
五
％
と
な
る
。
完
備

（9）

し
て
い
な
い
変
型
パ
タ
ー
ン
は
、
第
一
段
を
欠
く
も
の
が
四
例
で
三
・
五
％
と
な
る
。

畑
他
の
解
文
に
お
け
る
段
の
構
成
と
そ
の
内
容

で
は
、
他
の
解
文
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
具
体
的
な
例
か
ら
述
べ
る
。
次
の
例
は
「
伊
勢
国
大
国
荘
田
堵
住
人
等
解
」
で
あ
っ
て
、
「
平
安
遺
文
」
二
二
七
二
番
の
解
文
で
、
長

承
二
年
（
二
三
三
）
に
東
寺
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
解
文
の
概
要
は
、
「
伊
勢
国
大
国
荘
は
東
寺
に
施
入
さ
れ
た
荘
園
で
あ
る

が
、
そ
の
区
画
を
勝
手
に
改
定
さ
れ
困
っ
て
い
る
の
で
、
も
と
の
如
く
領
掌
を
認
め
て
欲
し
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
段
で
は
、
現
在
ま
で
の
経
緯
を
記
す
。

（
第
一
段
（
A
）
）

右
、
慧
二
旧
記
一
件
御
庄
者
、
布
施
内
親
王
御
領
也
、
而
以
二
去
承
和
年
中
仁
明
天
皇
御
時
垂
建
立
J
勅
二
施
入
桓
武
天
皇
御
原
東
寺

乏
由
、
顕
然
也
、
随
即
計
二
年
記
一
者
、
如
二
上
件
一
目
二
承
和
二
年
垂
千
二
延
喜
三
年
一
六
十
八
年
、
自
二
延
華
以
後
二
百
聖
年
也
、

是
以
自
二
延
喜
班
田
之
時
一
以
来
、
戸
興
レ
圧
、
各
数
百
歳
之
間
、
無
二
相
論
議
下
令
二
領
掌
東
上
也

［
旧
記
に
よ
る
と
、
大
国
庄
は
布
施
内
親
王
の
領
地
で
あ
る
。
去
る
承
和
年
中
仁
明
天
皇
の
時
に
設
け
ら
れ
、
桓
武
天
皇
の
御

願
寺
で
あ
っ
た
東
寺
に
施
入
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
承
和
二
年
よ
。
延
喜
三
年
に
至
る
ま
で
に
六
十
八

年
、
延
喜
以
後
二
百
三
十
二
年
、
延
善
の
班
田
以
来
、
戸
（
伊
勢
神
宮
領
）
と
庄
（
東
寺
領
）
と
は
数
百
年
間
相
論
な
く
領
掌

し
て
き
た
の
で
あ
る
。
］

第
二
段
は
、
戸
主
が
領
地
の
区
画
を
変
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
荘
園
に
と
っ
て
不
都
合
な
出
来
事
を
記
し
て
い
る
。

（
第
二
段
（
B
）
）

而
今
彼
戸
主
等
背
二
乗
旧
領
図
二
ロ
ニ
坪
坪
一
巧
二
横
惑
一
為
レ
押
二
取
当
庄
領
能
輿
不
レ
知
二
後
日
之
訴
一
令
レ
毀
二
破
往
古
旧
代
坪
並
J
寄

平
安
時
代
の
「
解
文
」
に
お
け
る
文
章
構
成
の
類
型
的
性
格
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ニ
事
於
神
封
戸
田
ハ
背
二
官
省
符
之
旨
一
窓
所
二
破
取
一
也

［
と
こ
ろ
が
、
今
彼
の
戸
主
が
背
い
て
旧
領
図
を
棄
て
、
坪
坪
を
合
併
し
て
当
庄
の
領
田
を
押
し
取
っ
て
し
ま
っ
た
。
後
日
の

訴
え
を
考
え
ず
、
昔
か
ら
の
区
画
を
損
な
い
、
神
封
戸
田
で
あ
る
の
に
事
寄
せ
て
官
符
・
省
符
の
旨
に
背
き
、
窓
に
取
っ
て

い
る
。
］

第
三
段
は
、
再
び
現
在
ま
で
の
経
緯
を
簡
単
に
述
べ
て
い
る
。

（
第
三
段
（
C
）
）

抑
、
静
案
二
事
情
一
昔
賢
王
御
時
、
以
二
延
喜
三
年
こ
Ⅱ
ニ
候
里
一
定
二
坪
並
一
己
経
二
二
百
十
余
箇
年
一
之
後
、
及
二
近
来
一
俄
何
神
通
人
出
来
、

令
レ
改
二
定
以
往
礼
定
坪
並
一
哉
、
為
レ
愁
莫
レ
過
二
於
斯
」

［
抑
、
事
情
を
鑑
み
る
に
、
延
喜
三
年
に
区
画
を
定
め
、
既
に
二
百
三
十
四
年
を
経
た
今
に
な
っ
て
、
ど
う
し
て
急
に
神
大
が

出
来
し
て
こ
れ
ま
で
の
区
画
を
改
定
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
か
。
愁
と
な
る
も
の
は
、
こ
れ
に
勝
る
も
の
は
な
い
。
］

最
後
の
第
四
段
で
は
、
訴
状
の
内
容
を
認
め
て
裁
許
を
下
し
て
欲
し
い
と
い
う
、
裁
許
の
要
請
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
第
四
段
（
D
）
）

望
請
、
本
家
裁
、
任
二
省
圏
勘
文
及
代
代
相
伝
旧
領
道
理
一
被
レ
停
止
二
件
戸
主
等
非
道
之
妨
一
者
、
以
将
仰
二
本
寺
御
威
之
厳
一
兵
、
仇
勒

二
在
状
一
言
上
知
レ
件
、

［
本
家
の
御
裁
断
を
望
む
。
省
の
図
画
、
勘
文
及
び
旧
領
相
伝
の
道
理
に
従
っ
て
、
件
の
戸
主
の
非
道
な
る
妨
げ
を
止
め
さ
せ

て
下
さ
れ
ば
、
本
寺
の
御
威
光
の
厳
し
き
を
仰
が
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
状
を
記
し
以
上
の
如
く
言
上
す
る
。
］

（10）

以
上
の
如
く
「
段
」
を
分
け
、
「
平
安
遺
文
」
所
収
の
解
文
三
六
三
例
を
調
査
し
た
、
そ
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
次
の
表
3
で
あ

る
。



変♪ヽノ 基 段
タ 本

ヾノ
型ン タ

ー
ン

m k h g f e d C b a

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ B

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ C

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ D

1 1 1 2 2 4 5 5 11 71 81 33 15 22
例
数

30 3nu 30 60 6nHu t41 4 03 74 nHHHu5 300 041 4Auln
u

5 ％

こ
こ
で
も
、
基
本
パ
タ
ー
ン
が
三
六
三
例
中
二
一
二
例
、

五
八
・
四
％
を
占
め
、
過
半
数
の
も
の
が
四
段
の
構
成
で
あ

る
と
言
え
る
。

尚
、
変
型
パ
タ
ー
ン
は
a
か
ら
m
の
一
三
種
類
を
用
例
の

（〓」

多
い
も
の
か
ら
順
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
種
類
の
多
さ
は
、

調
査
対
象
の
解
文
の
量
が
多
く
な
っ
た
た
め
、
変
型
パ
タ
ー

ン
の
種
類
も
多
く
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

各
段
の
内
容
は
次
に
示
し
た
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

第
一
段
　
－
　
従
来
の
方
法
、
現
在
ま
で
の
経
緯
、
寺

社
の
威
光
・
縁
起
等

第
二
段

第
三
段

第
四
段

そ
れ
に
背
反
し
た
る
事
実
、
不
都
合
な

事
柄

そ
の
結
果
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
状
況
、
言

わ
ば
被
害
の
状
況
、
寺
社
の
威
光
の
再

述裁
許
の
要
請

3
．
「
段
」
　
の
間
の
接
続
詞
に
つ
い
て

（
犯
）
　
（
Ⅷ
）

m
第
一
段
と
第
二
段
と
の
間
の
接
続
詞

で
は
、
最
後
に
、
段
構
成
に
関
連
し
て
段
の
間
に
見
ら
れ
る
接
続
詞
に
つ
い
て
述
べ
る
。
前
稿
に
お
い
て
、
第
一
段
と
第
二
段
と
の
間
に

平
安
時
代
の
「
解
文
」
に
お
け
る
文
章
構
成
の
類
型
的
性
格
に
つ
い
て
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て
＼
て
＼

ノ
ノ

は
、
逆
接
の
内
容
を
導
く
「
而
　
（
シ
カ
ル
l
こ
・
然
而
　
（
シ
カ
レ
ド
モ
）
」
等
を
用
い
、
第
二
段
と
第
三
段
と
の
間
に
は
順
接
の
接
続
詞
が
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
改
め
て
述
べ
る
点
は
、
第
二
段
を
導
く
接
続
詞
に
は
、
大
別
し
て
、
（
逆
接
型
）
と
（
転

換
型
）
と
の
二
種
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
両
者
の
差
異
は
、
第
一
段
と
、
そ
の
接
続
詞
に
導
か
れ
る
第
二
段
と
に
見
ら
れ
る

表
現
上
の
差
異
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
（
逆
接
型
）
と
（
転
換
型
）
　
の
接
続
詞
の
例
は
表
4
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

表
4

計

而

雌
（

錐 然 然

而
而

逆

然
〈

〈
シ

（
シ

シ シ
ヵ

カ （
シ
ヵ

カ
ルカ レ

リ
ト
ィ

ヘ

リ
ト
ィ

へ

－ レ － 接

型

丁
シ ド

丁
シ

カ モ
）

カ

ド ド レ、ノ レ
ヲ
）

モ
）

モ
） ）

932 1 41 61 12 7nxu

例

数

計

如
此

（等
）

而
間

然

間

麦

転

（
コ

（
シ

〈
シ コ

＿間
（ヵ

カ
ル
ァ

カ
ル
ァ

こ

ク
ノ
ゴ

ヒ
ダ

＿

ヒ
ダ

＿

換

型ト
キ
ァ
ヒ
ダ

ニ
）

こ こ

62 2 4 5 51
例

数

（
逆
接
型
）
に
は
「
而
」
、
「
然
而
」
、
「
雑
然
」
等
の
類
が
あ
り
、
（
転
換
型
）
に
は
「
麦
」
、

「
而
間
」
等
の
類
が
あ
る
。
し
か
し
、
圧
倒
的

（12）

に
（
逆
接
型
）
が
多
く
、
二
三
九
対
二
六
、
割
合
に
し
て
お
よ
そ
一
〇
対
一
の
割
合
に
な
っ
て
い
る
。

第
二
段
は
第
一
段
に
背
反
す
る
事
実
を
述
べ
る
こ
と
よ
り
、
逆
接
の
接
続
詞
が
使
用
さ
れ
る
の
は
、
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
実
際
は
少
数
で
は
あ
る
が
（
転
換
型
）
　
の
接
続
詞
が
見
ら
れ
る
。

畑
段
の
内
容
と
接
続
詞
と
の
関
係

（
逆
接
型
）
、
（
転
換
型
）
の
接
続
詞
そ
れ
ぞ
れ
の
前
後
の
内
容
は
、
次
の
如
く
で
あ
り
、
第
二
段
に
若
干
の
違
い
は
見
ら
れ
る
が
、
大
差
は



な
い
よ
う
で
あ
る
。

第
一
段

第
二
段

第
三
段

第
四
段

ー
（
従
来
の
方
法
、
現
在
ま
で
の
経
緯
、
寺
社
の
威
光
・
縁
起
等
）

－
「
而
」
・
「
然
而
」
等
（
そ
れ
に
背
反
し
た
る
事
実
）

「
愛
」
・
「
而
間
」
等
（
不
都
合
な
事
柄
）

－
「
依
」
・
「
因
之
」
等
（
被
害
の
状
況
、
寺
社
の
威
光
の
再
述
）

－
（
裁
許
の
要
請
）

㈲
逆
接
型
と
接
続
詞
と
転
換
型
の
接
続
詞
の
用
法
上
の
差
異

し
か
し
、
そ
の
表
現
を
見
て
み
る
と
、
次
の
如
き
差
違
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

（
1
）
逆
接
型
の
接
続
詞
を
用
い
る
場
合

第
一
段
と
第
二
段
と
の
間
の
接
続
詞
に
、
「
而
（
シ
カ
ル
こ
）
、
然
而
（
シ
カ
レ
ド
モ
）
」
等
が
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、
前
段
で
従
来
の
方
法

や
現
在
ま
で
の
経
緯
を
述
べ
る
に
際
し
、

「
敢
無
二
他
妨
一
」
（
（
山
城
国
珍
皇
寺
解
、
延
久
三
年
－
一
〇
七
一
し
平
安
遺
文
一
〇
六
六
）

「
専
致
二
其
勤
壷
無
二
開
怠
一
」
（
東
大
寺
三
綱
解
案
、
嘉
承
二
年
－
二
〇
七
－
、
平
安
遺
文
一
六
六
九
）

等
の
如
き
表
現
で
、
今
日
ま
で
荘
園
の
領
掌
、
或
い
は
納
税
の
義
務
は
怠
り
な
く
「
順
調
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。

又
、
こ
れ
ら
接
続
詞
に
導
か
れ
た
、
第
二
段
の
背
反
の
事
柄
を
述
べ
る
部
分
に
は
、

「
今
別
当
珂
往
古
例
L
（
左
衛
門
尉
源
師
行
解
案
、
康
和
四
年
－
二
〇
二
し
平
安
遺
文
一
四
七
二
）

「
今
別
当
謝
り
往
古
例
こ
（
左
衛
門
尉
源
師
行
解
案
、
康
和
四
年
－
二
〇
二
し
平
安
遺
文
一
四
七
二
）

「
謝
り
先
例
一
」
（
丹
波
国
大
山
荘
下
司
住
人
等
解
、
天
承
元
年
－
〓
≡
し
平
安
遺
文
二
≡
二
）

等
の
「
背
（
ソ
ム
ク
）
」
や
、

平
安
時
代
の
「
解
文
」
に
お
け
る
文
章
構
成
の
類
型
的
性
格
に
つ
い
て

八
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

「
俄
被
三
押
入
二
束
寺
御
庄
内
こ
　
（
伊
勢
国
威
願
寺
僧
観
範
解
、
応
徳
元
年
－
一
〇
八
四
－
、
平
安
遺
文
一
二
一
九
）

の
例
の
よ
う
に
、
「
俄
（
ニ
ハ
カ
1
こ
」
と
い
う
語
で
、
法
に
背
く
出
来
事
で
あ
る
と
か
、
順
調
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
突
然
に
起
こ
っ
た
の
で
あ

る
と
い
っ
た
表
現
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

（
‥
n
）
　
転
換
型
の
接
続
詞
の
場
合

そ
れ
に
対
し
て
、
「
愛
（
コ
コ
ニ
）
」
等
の
転
換
型
の
場
合
に
は
、
前
段
落
を
承
け
て
、
「
こ
の
状
況
下
に
お
い
て
」
或
い
は
「
こ
う
し
て
い

る
う
ち
に
」
と
し
て
、
続
い
て
不
利
益
な
出
来
事
を
述
べ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

㈲
「
愛
」
を
「
而
」
　
に
改
め
た
例

（
i
）
、
（
‥
1
1
）
の
解
釈
の
傍
証
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
例
と
し
て
、
次
の
平
安
遺
文
三
七
一
一
番
の
「
東
大
寺
三
綱
解
案
」

が
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
う
。

本
解
文
は
、
端
裏
に
「
寺
解
草
」
と
書
か
れ
た
案
文
で
あ
り
、
多
く
の
訂
正
跡
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
訂
正
の
中
に
、
「
愛
」
を
「
而
」
に
改

め
た
例
が
存
す
る
。

本
解
文
は
、
伊
賀
の
国
司
仲
綱
が
興
福
寺
の
権
威
を
か
り
て
東
大
寺
領
で
あ
っ
た
黒
田
庄
に
乱
入
し
、
郡
司
俊
方
、
僧
永
尋
等
と
と
も
に

悪
行
を
働
い
た
こ
と
を
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
段
に
お
い
て
黒
田
庄
は
往
古
よ
り
東
大
寺
に
「
余
事
無
」
く
仕
え
て
き
て
お
り
、
そ
こ
で
収
穫
さ
れ
た
料
物
は
寺
家
の
為
に
供
す
る

こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
あ
る
。

勤
二
連
日
修
造
之
柚
役
バ
勘
二
恒
例
僻
事
神
事
之
所
課
」
大
傭
舎
那
之
テ
レ
今
不
レ
傾
、
無
筆
精
舎
之
基
跡
不
レ
改
、
偏
二
彼
庄
一
力
、
国

司
（
中
略
）
件
出
作
他
堵
等
為
二
往
古
寺
領
一
之
上
、
所
レ
嘗
官
物
皆
被
レ
付
二
等
家
】
了
、

［
黒
田
庄
は
、
柚
役
や
仏
事
神
事
の
所
課
に
励
ん
で
お
り
、
寺
の
運
営
は
支
障
無
く
行
わ
れ
て
い
る
。
庄
の
力
を
他
事
に
傾
け

る
こ
と
無
く
勤
め
て
い
る
。
（
中
略
）
本
庄
は
、
往
古
よ
り
東
大
寺
領
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
収
穫
さ
れ
た
料
物
は
全
て
寺
家
の



た
め
に
供
す
る
こ
と
が
（
院
宣
に
よ
り
）
許
可
さ
れ
て
い
た
。
］

こ
れ
を
承
け
て
、
「
愛
（
コ
コ
こ
）
」
以
下
に
国
司
が
院
宣
に
よ
る
勅
命
に
従
わ
ず
、
興
福
寺
の
権
威
を
か
り
て
東
金
堂
番
頭
米
等
に
か
こ
つ

け
て
珊
米
を
横
領
し
、
種
〝
の
悪
行
を
明
い
て
い
る
と
い
ー
等
利
碩
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
構
カ
）

愛
当
任
国
司
不
レ
顧
二
違
勅
之
過
∵
夢
二
興
福
寺
権
威
二
等
興
福
寺
別
会
璃
下
文
盲
二
事
於
東
金
堂
番
頭
米
・
春
日
御
八
法
温
飯
免

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

「
役
同
乗
院
寄
進
等
」
東
御
塔
所
役
一
巧
二
如
レ
此
様
々
新
儀
言
行
二
種
々
濫
吹
一
往
古
寺
領
悉
擬
二
願
輿
　
（
「
　
」
内
は
補
入
）

ヽ

ヽ

　

　

　

　

ヽ

ヽ

［
し
か
し
、
国
司
が
院
宣
の
勅
命
に
従
わ
ず
、
興
福
寺
の
権
威
を
か
り
て
東
金
堂
の
番
頭
米
に
か
こ
つ
け
、
料
米
を
横
領
し
種
々

の
悪
行
を
働
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
寺
領
は
大
騒
動
に
な
っ
て
い
る
。
］

つ
ま
り
、
第
一
段
に
お
い
て
は
「
余
事
無
」
く
仕
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
、
ま
た
、
第
二
段
で
「
違
勅
」
－
勅
に
違
う
－
と
い
う
背
反

し
た
る
事
柄
が
、
そ
れ
ぞ
れ
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
解
文
に
お
い
て
「
愛
」
が
「
而
」
に
訂
正
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
両
者
を
考
え
伴
せ
た
上

で
、
「
愛
」
を
用
い
る
よ
り
も
「
而
」
を
用
い
た
方
が
良
い
と
す
る
、
表
現
上
の
理
由
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

四
　
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

さ
て
、
以
上
の
事
柄
を
ま
と
め
る
と
、
「
望
請
」
以
下
も
含
め
た
解
文
の
全
文
章
に
お
い
て
そ
の
類
型
を
考
え
る
こ
と
で
、
ま
た
そ
う
し
た

場
合
、
解
文
群
の
中
で
類
型
の
共
通
性
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と
で
、
始
め
に
記
し
た
問
題
点
は
解
消
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
今
回
新
し
く
提
示
し
た
「
四
段
構
成
」
の
考
え
方
は
、
過
半
数
の
解
文
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
解
文
の
文
章
に
お

け
る
類
型
的
性
格
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
内
容
は
、
第
一
段
で
は
、
従
来
の
方
法
や
現
在
ま
で
の
経
緯
、
ま
た
寺
社
の
提
出
す
る
解
文
で
は
そ
の
寺
社
の
威
光
、
縁
起
等
、
第

二
段
で
は
、
そ
れ
に
背
反
し
た
る
事
実
、
あ
る
い
は
不
都
合
な
事
柄
、
第
三
段
で
は
、
被
害
の
状
況
、
寺
社
の
威
光
等
の
再
述
、
筆
者
の
意

見
、
第
四
段
で
は
、
裁
許
の
要
請
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
「
解
文
」
に
お
け
る
文
章
構
成
の
類
型
的
性
格
に
つ
い
て
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ま
た
段
落
構
成
と
関
連
し
て
、
第
一
段
か
ら
第
二
段
へ
と
展
開
す
る
接
続
型
に
は
逆
接
型
と
転
換
型
と
が
あ
り
、
そ
の
用
法
上
の
差
異
は
、

内
容
と
関
連
す
る
表
現
上
の
差
異
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
今
後
の
課
題
と
し
て
以
下
の
点
を
考
え
て
い
る
。

1
　
解
文
の
文
章
構
成
の
類
型
的
性
格
に
は
、
歴
史
掛
な
変
容
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
。
認
め
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
原
型
、
或
い
は

発
展
型
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
等
に
つ
い
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

2
　
解
文
以
外
の
文
書
に
お
け
る
文
章
構
成
を
調
査
し
、
そ
の
上
で
解
文
の
文
章
構
成
の
位
置
付
け
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
何
故
解
文
が
こ
の
よ
う
な
構
成
を
採
る
の
か
、
と
い
う
理
由
解
明
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

3
　
又
、
更
な
る
課
題
と
し
て
、
解
文
を
含
め
た
訴
訟
関
係
の
文
書
に
お
け
る
文
章
構
成
の
適
時
的
研
究
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

注

（
1
）
　
拙
稿
「
平
安
時
代
に
お
け
る
解
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て
　
－
　
遍
張
国
解
文
』
を
中
心
と
し
て
　
－
　
」
（
昭
和
六
二
年
、
「
国
文
学
致
」
第
二
六
号
）

（
2
）
　
佐
藤
進
一
「
古
文
書
学
入
門
」
、
五
五
頁
。

（
3
）
　
本
文
は
「
新
訂
増
補
国
史
大
系
」
　
に
よ
る
。

（
4
）
　
注
2
文
献
、
七
四
頁
。

（
5
）
　
注
2
文
献
、
一
九
〇
貢
。

（
6
）
　
本
文
は
「
続
群
書
類
従
」
公
事
部
に
よ
る
。
返
点
は
私
に
付
し
た
。
以
下
同
。

（
7
）
　
正
式
に
は
「
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
」
と
い
い
、
通
称
「
尾
張
国
解
文
」
と
呼
ば
れ
る
。
本
解
文
は
尾
張
国
の
郡
司
・
百
姓
等
が
国
司
藤
原
元
命

の
解
任
を
要
求
す
る
た
め
に
、
永
延
二
年
（
九
八
八
）
に
太
政
官
に
提
出
し
た
訴
状
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
国
司
元
命
や
息
子
頼
方
等
の
横
暴
・

非
道
な
振
舞
を
三
十
一
箇
条
に
わ
た
っ
て
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
8
）
　
平
安
遺
文
所
収
の
解
文
に
お
い
て
は
、
一
三
％
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。



（
9
）
　
国
語
学
会
中
国
四
国
支
部
大
会
の
発
表
の
席
上
で
、
大
友
信
一
先
生
よ
り
、
第
三
段
に
含
め
て
考
え
た
「
筆
者
の
意
見
」
を
、
「
意
見
と
し
て
は

特
別
に
取
り
立
て
な
い
と
す
れ
ば
C
が
欠
け
る
も
う
一
つ
の
変
型
パ
タ
ー
ン
が
立
つ
の
で
は
な
い
か
、
」
と
い
う
御
指
摘
を
受
け
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
平
安
時
代
の
他
の
解
文
も
勘
案
し
な
が
ら
再
考
し
た
結
果
、
表
1
の
H
（
国
司
の
非
道
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
状
況
）
部
分
の
有
無
に
余
り

か
か
わ
る
こ
と
な
く
、
「
望
請
」
以
下
の
裁
許
要
請
部
分
の
前
に
は
、
「
為
愁
莫
過
於
斯
」
等
の
差
出
人
（
筆
者
）
の
意
見
と
見
ら
れ
る
表
現
が
多
く

現
れ
る
こ
と
か
ら
、
C
の
第
三
段
は
、
国
司
の
非
道
の
結
果
引
き
起
こ
さ
れ
た
状
況
或
い
は
筆
者
の
意
見
が
あ
れ
ば
、
一
段
と
見
倣
す
方
向
で
考
え

た
。

（
1
0
）
　
解
文
の
裁
許
要
請
項
目
が
一
条
の
み
の
場
合
は
一
例
、
二
条
あ
る
場
合
は
二
例
と
し
て
換
算
し
た
。

（
1
1
）
　
表
中
の
m
の
第
一
段
の
み
の
例
は
、
事
書
き
の
部
分
に
全
体
を
ま
と
め
た
概
要
を
記
し
て
い
る
の
で
第
一
段
の
み
を
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
望
　
こ
こ
で
は
、
接
続
詞
を
用
い
て
い
る
も
の
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
逆
接
型
と
転
換
型
の
例
数
の
合
計
は
三
六
三
例
と
な
ら
な
い
。
接
続

詞
以
外
で
は
、
「
～
（
ト
）
錐
÷
「
～
（
ノ
）
問
」
の
如
き
も
の
が
見
ら
れ
る
。

［
付
記
］
　
本
稿
の
主
旨
は
、
第
十
三
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
季
研
究
集
会
及
び
国
語
学
会
中
国
四
国
支
部
大
会
第
三
四
回
大
会
（
於
高
知
大
学
　
平
成

元
年
十
一
月
十
一
日
）
で
の
口
頭
発
表
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
の
席
上
で
は
、
山
本
秀
人
氏
か
ら
、
中
国
四
国
支
部
大

会
の
席
上
で
は
、
大
友
信
一
先
生
、
原
卓
志
氏
、
山
本
真
吾
氏
か
ら
貴
重
な
御
意
見
御
教
示
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
木
坂
基
先
生
、
沼
本
克
明
先
生

か
ら
は
貴
重
な
御
教
示
を
賜
り
、
小
林
芳
規
先
生
に
は
温
か
な
御
指
導
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
「
解
文
」
に
お
け
る
文
章
構
成
の
類
型
的
性
格
に
つ
い
て




